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出町ゆかり

「
市
民
の
暮
ら
し
と
営
業
守
る
施
策
充
実
を
」

市
長
に
日
本
共
産
党
市
議
団
、
地
区
委
員
会
が
要
望
書
提
出

「
市
民
の
暮
ら
し
と
営
業
守
る
施
策
充
実
を
」

　
　
　
市
長
に
日
本
共
産
党
市
議
団
が
要
望
書
提
出

　

11
月
30
日
、
日
本
共
産
党
高
槻
市
会
議
員
団
と
、
日
本

共
産
党
高
槻
・
島
本
地
区
委
員
会
は
濱
田
市
長
に
来
年

度
予
算
と
施
策
へ
の
要
望
（
重
点
要
望
４
項
目
、
そ
の

他
１
０
４
項
目
の
要
望
）
を
提
出
し
ま
し
た
。
４
項
目

の
重
点
要
望
を
掲
載
し
ま
す
。

　

利
益
の
た
め
の
「
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
」
を
続
け
て
き
た
結
果
、「
失

わ
れ
た
30
年
」
と
も
い
わ
れ
る
長
き
に
わ
た
る
経
済
の
停
滞
で
、

暮
ら
し
が
疲
弊
し
経
済
の
先
行

き
の
展
望
が
持
て
な
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。
そ
の
下
で
の
物
価

高
で
暮
ら
し
が
ま
す
ま
す
苦
し

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
い
う
中
で
、
市
民
の
暮

ら
し
と
営
業
を
守
る
た
め
に
市

の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

「
ガ
ザ
に
平
和
を
」
求
め
る

意
見
書
採
択

「
ガ
ザ
に
平
和
を
」
求
め
る

意
見
書
採
択

ガ
ザ
地
区
に
お
け
る
平
和
の
現
実
に
向
け
引
き
続
き

の
外
交
努
力
を
求
め
る
意
見
書

12
月
議
会
、
議
会
運
営
委
員
会
提
案

２
０
２
４
年
度
予
算
に
対
す
る
要
望

　

日
本
共
産
党
高
槻
市
会
議
員
団
は
12
月
議
会
に
、
イ
ス

ラ
エ
ル
の
ガ
ザ
地
区
へ
の
「
攻
撃
中
止
と
即
時
停
戦
を
働

き
か
け
る
外
交
努
力
を
求
め
る
」
意
見
書
を
提
出
し
ま
し

た
。
調
整
の
結
果
、
深
刻
な
ガ
ザ
地
区
の
現
状
を
重
く
受

け
止
め
、「
ガ
ザ
地
区
の
平
和
の

実
現
」
を
求
め
る
意
見
書
を
議

会
運
営
委
員
会
と
し
て
提
出
し
、

14
日
の
本
会
議
で
採
択
さ
れ
ま

し
た
。
以
下
、
意
見
書
の
内
容

を
掲
載
し
ま
す
。

　

本
年
10
月
の
イ
ス
ラ
ム
原
理
主
義
組
織
ハ
マ
ス
に
よ
る
イ
ス
ラ

エ
ル
急
襲
を
契
機
と
し
、
イ
ス
ラ
エ
ル
も
パ
レ
ス
チ
ナ
・
ガ
ザ
地

区
で
の
報
復
攻
撃
を
開
始
し
て
以
来
戦
闘
は
激
化
し
、
民
間
人
特

に
子
ど
も
た
ち
が
多
数
犠
牲
と
な
り
、
悲
劇
的
な
状
況
と
な
っ
て

い
る
。
11
月
８
日
発
表
の
G
７
外
相
声
明
や
、
11
月
15
日
に
開

催
さ
れ
た
国
連
安
全
保
障
理
事
会
に
て
採
択
さ
れ
た
戦
闘
休
止
と

人
質
の
即
時
解
放
を
求
め
る
決
議
な
ど
、
国
際
世
論
や
国
際
社
会

の
導
き
に
よ
り
双
方
の
合
意
の
下
、
人
質
の
一
部
解
放
と
戦
闘
休

止
が
実
現
し
た
。
こ
れ
を
さ
ら
に
人
質
の
全
員
解
放
と
一
般
市
民

の
安
全
確
保
、
そ
し
て
恒
久
的
な
平
和
へ
つ
な
げ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

し
た
が
っ
て
、政
府
に
あ
っ
て
は
事
態
の
早
期
鎮
静
化
に
向
け
、

各
国
並
び
に
国
際
機
関
と
の
厳
密
な
意
思
疎
通
と
連
携
を
行
う

等
、
引
き
続
い
て
の
外
交
努
力
を
求
め
る
。

１
、
物
価
高
騰
へ
の
対
策

〇
支
援
を
求
め
る
人
へ
の
食
糧
支
援
に
取
り
組
む
こ
と
。

〇
冷
暖
房
へ
の
助
成
制
度
の
創
設
。

〇
公
共
の
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
を
置
く
こ
と
。

２
、
子
育
て
支
援
の
充
実

〇
保
育
士
の
配
置
基
準
を
市
独
自
に
見
直
し
、
充
実
す
る
こ
と
。

〇
国
民
健
康
保
険
料
で
子
ど
も
の
均
等
割
を
市
独
自
に
全
額
免

除
す
る
こ
と
。

３
、
そ
の
他

〇
「困
難
を
抱
え
る
女
性
の
支
援
法
」
に
基
づ
き
、
基
本
計
画
を

策
定
す
る
こ
と
。

〇
自
衛
隊
へ
の
18
歳
と
22
歳
の
名
簿
提
出
を
中
止
し
、
少
な
く

と
も
除
外
申
請
の
受
付
期
間
を
延
ば
す
こ
と
。

４
、
国
、
大
阪
府
に
対
し
て
要
望
す
る
こ
と

〇
大
阪
・
関
西
万
博
の
中
止
を
国
、
大
阪
府
に
要
望
す
る
こ
と
。

〇
消
費
税
の
減
税
を
国
に
要
望
す
る
こ
と
。

〇
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
の
基
準
を
厳
し
く
し
、
調
査
個
所
を
増

や
す
こ
と
を
国
に
要
望
す
る
こ
と
。

重
点
要
望

ガザ地区中央部のヌセイラトキャンプでイスラエルの空爆で
破壊されたビルの瓦礫の上に座るパレスチナの少年
(AP/アフロ)10月16日
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非
課
税
世
帯
に
７
万
円
支
給

●
水
道
料
金
基
本
料
金
無
料
化

　

日
本
共
産
党
高
槻
市
会
議
員
団
は
11
月
８
日
、「
物
価
高
に
対

す
る
市
民
・
事
業
者
へ
の
支
援
」
を
市
長
に
要
望
。「
６
回
目
の

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
発
行
す
る
こ
と
」
な
ど
求
め
ま
し
た
。

高
槻
市
は
12
月
14
日
の
本
会
議
で
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
第
６

弾
の
発
行
、水
道
料
金
基
本
料
金
の
無
料
化（
２
カ
月
）を
提
案
し
、

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
施
策
の
充
実

に
が
ん
ば
り
ま
す
。

●
第
６
弾
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券

来
年
７
月
頃
利
用
開
始
予
定

発
行
内
容　

１
口
２
０
０
０
円
（
１
世
帯
２
口
ま
で
）

・
紙
券
は
５
０
０
０
円
分
（
５
０
０
円
10
枚
綴
り
）

・
デ
ジ
タ
ル
券
は
５
２
５
０
円
分

　

来
年
４
月
頃
予
定
で
I
D
通
知
の
送
付

消
費
税
減
税
で
暮
ら
し
の
応
援
を

消
費
税
減
税
で
暮
ら
し
の
応
援
を

　

あ
ら
ゆ
る
品
目
で
値
上
げ
に
な
り
、
国
民
の
暮
ら
し
は
苦
し
く

な
っ
て
い
ま
す
。
政
府
実
施
の
部
分
的
対
策
で
は
な
く
、
総
合
的

な
対
策
が
必
要
で
す
。

　

日
本
共
産
党
は
、▽
緊
急
の
賃
上
げ
▽
最
賃
の
さ
ら
な
る
引
き

上
げ
と
中
小
企
業
支
援
▽
10
月
か
ら
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
中

止
▽
消
費
税
５
％
減
税
▽
教
育
費
負
担
の
軽
減
▽
電
気
代
や
ガ

ソ
リ
ン
代
の
高
騰
対
策

－

な
ど
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
に
対
し
て
現
金
７
万
円
の
支
給
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

前
回
の
３
万
円
支
給
し
た
対
象
世
帯
に
対
し
、
同
じ
口
座
に
給

付
を
行
う
こ
と
を
知
ら
せ
る
通
知
を
発
送
、
そ
の
後
振
込
先
口
座

の
変
更
依
頼
等
の
受
付
期
間
を
設
け
る
。

12
月
26
日

　

対
象
世
帯
に
給
付
（
口
座
変
更
等
の
申
し
出
者
は
、
１
月
以
降

給
付
）

　

現
在
実
施
し
て
い
る
基
本
料
金
の
無
料
化
（
４
か
月
間
）
を
引

き
続
き
２
カ
月
間
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
水
道
料
金
の
支

払
い
は
２
カ
月
に
１
回
で
す
。
奇
数
月
の
支
払
い
の
地
域
は
３
月

請
求
分
で
す
。
偶
数
月
の
支
払
い
の
地
域
は
２
月
請
求
分
に
な
り

ま
す
。
無
料
化
の
対
象
期
間
が
地
域
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
。

１
月
以
降
〜

　

給
付
対
象
と
な
る
可
能
性
の
あ
る「
申
請
が
必
要
と
な
る
世
帯
」

に
順
次
、
申
請
書
を
送
付

・
３
万
円
給
付
で
書
類
が
届
い
た
が
受
給
し
な
か
っ
た

・
３
万
円
給
付
を
市
外
で
受
給
し
た

・
３
万
円
給
付
を
世
帯
主
名
義
の
口
座
以
外
で
受
給
し
た

・
３
万
円
給
付
以
降
、
世
帯
構
成
を
変
更
し
た

・
課
税
状
況
の
確
認
が
必
要

・
３
万
円
給
付
の
受
給
口
座
か
ら
振
込
先
の
変
更
を
希
望
し
た
等

※

配
偶
者
や
そ
の
他
親
族
か
ら
の
暴
力
（
D
V
等
）
に
よ
り
住

所
地
か
ら
別
の
場
所
に
避
難
し
て
い
る
か
た
は
、
手
続
き
に
よ
り

別
に
申
請
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
（
一
定
の
要
件
あ
り
）。

給
付
金
に
関
す
る
専
用
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
0
1
2
0-

9
9
2-

3
4
7

文
教
に
ぎ
わ
い
委
員
会
質
疑

ふ
る
さ
と
納
税
は
経
費
４
５
％

ふ
る
さ
と
納
税
は
経
費
４
５
％

　

２
０
１
９
年
に
総
務
省
が
「
ふ
る
さ
と
納
税
新
制
度
」
を
導
入

し
ま
し
た
。そ
れ
ま
で
す
べ
て
の
自
治
体
に
認
め
て
い
ま
し
た
が
、

総
務
省
が
指
定
し
た
自
治
体
の
み
に
適
用
す
る
こ
と
。
返
礼
品
な

ど
に
関
し
て
も
変
更
が
あ
り
ま
し
た

　

高
額
な
返
礼
品
や
経
費
に
よ
り
、
寄
付
税
制
と
し
て
の
効
果
が

確
保
さ
れ
な
い
問
題
が
あ
り
ま
す
。
総
務
省
に
よ
れ
ば
、
２
０
２

２
年
度
の
実
績
で
は
寄
付
額
の
約
47
％
、
高
槻
市
で
は
約
45
％
が

返
礼
品
や
事
務
経
費
な
ど
に
費
や
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

寄
付
を
す
れ
ば
、
高
価
な
返
礼
品
に
加
え
て
、
住
民
税
で
２
０

０
０
円
以
上
は
控
除
で
き
る
仕
組
み
で
す
。自
治
体
に
と
っ
て
は
、

住
民
税
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
必
要
な
経
費
を
ま

か
な
い
、
そ
の
地
域
の
住
民
が
負
担
し
合
う
も
の
で
す
。
現
在
の

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
で
は
受
益
と
負
担
と
い
う
税
制
本
来
の
趣
旨

を
逸
脱
し
て
い
ま
す
。

　

中
村
議
員
は
市
に
対
し
て
「
国
に
税
の
奪
い
合
い
を
あ
お
る
の

で
は
な
く
、
自
治
体
に
一
般
財
源
の
保
障
拡
充
の
要
望
を
。
寄
付

と
は
本
来
、
対
価
を
求
め
な
い
も
の
」
と
主
張
し
ま
し
た
。

国
の
経
済
対
策

高
槻
市
の
物
価
対
策
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